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１ 課題設定の理由 

世界的な問題にもなっている地球温暖化。その影響は国一つを水没させるほど大きい。私たち

が住む宇和島の城山は麓までかつては海に面しており、今は埋め立て地となっている。そこで、

宇和島の市街地は地球温暖化の影響をどのくらい受けるのか検討する。 

 

２ 仮説 

 埋立て地の多い宇和島は海抜が低いと仮定されるため将来、海に沈んでしまう場所が多くある

のではないかと考える。 

 

３ 研究の方法 

(1) IPCC 第 6 次評価報告書の「世界の平均海面水位」のデータで示される、良いシナリオと悪

いシナリオにおける将来の海抜上昇を考察する (表１) 。 

   良いシナリオとは現在よりも CO2 の排出量を減少させ海面の上昇を最低限で抑えられた場

合、悪いシナリオとは現在のように CO2の排出量が年々増加し海面の上昇を抑えられなかった

場合である。 

(2) 国土地理院の自分で作る色別標高図で自分たちが仮定した海面水位を宇和島の地図に重ね

て水没する範囲を着色する (図１，図２) 。 

 

４ 結果と考察 

(1) 元禄 16 年(1703)、藩の原図によると現在愛媛県立宇和島東高等学校が建っている土地をは

じめ周辺は海であったことが分かる。そして大正 10 年(1921)発行の地図には現在私たちが

暮らしている愛媛県立宇和島東高等学校含め周辺の土地が海ではなく土地として記されて

いるので埋め立てられたことが分かる。 

 

(2) 世界の平均海面水位は、温暖化が 1.5℃に抑えられた場合は約 2～3M、5℃の温暖化では  

  19～22M 上昇し、その後も数千年にわたって上昇し続ける。つまり、人為的な CO2排出量  

と人為的な CO2 除去量が均衡しなければ、地球温暖化の進行が加速し海抜上昇の進行速度も、

年々上がっていくことになる。その悪いシナリオ（図１)だと 2200年には市街地のほとんどが、

そしてこの愛媛県立宇和島東高等学校は水没することがわかる。世界全体で CO2の排出量と人

為的な除去量の均衡が達成され持続した良いシナリオの場合(図２)、市街地のほとんどは 2350

年以降から水没域がまばらに増えていく。以上のことから宇和島も地球温暖化による海抜上昇

の変化の影響を大きく受けることがわかる。 
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５ 今後の課題とまとめ 

  今後の課題として人為的な CO2排出率量と人為的な CO2除去量の均衡が第一に挙げられる。そ

れは CO2排出正味 0 を達成し、他の温室効果ガスも大幅に削減することである。レジ袋の有料化

やプラスチックの紙製品化などは地球温暖化対策の一部に過ぎない。つまり現状の対策に満足せ

ず私たちがやるべきことは何なのかを考えていく必要がある。 
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表１ シナリオ予想 

状態＼年 2100 年 2150 年 2200 年 2250 年 2300 年 2350 年 

悪いシナリオ 1.01ｍ 1.88ｍ 2.75ｍ 3.62ｍ 4.49ｍ 5.36ｍ 

良いシナリオ 0.55ｍ 0.86ｍ 1.17ｍ 1.48ｍ 1.79ｍ 2.1ｍ 

 

 

図１ 悪いシナリオ 

 

図２ 良いシナリオ 


